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＊ガイドツアー（重要文化財コース）の案内 

アーカイブ室新聞第 487 号（2011 年 5 月 26 日）に「アーカイブ室の活動の延長でガイド

ツアーを始める」という記事を書き、第 1、3火曜日に有形登録文化財コース、第 2、4火

曜日に重要文化財コースの 2コースを設定して 6月からスタートした。アーカイブ室新聞

第 503 号に「ガイドツアー（登録文化財コース）の案内」という記事を書き、これらのツ

アーのために常時公開の見学パンフレットの他に筆者がそれぞれのコースの案内を用意し

ている「登録文化財コースの案内」を紹介した。今回は重要文化財コースの案内を紹介す

る。回を重ねて修正を加えながらより充実した案内にしたいと考えている。ガイドツアー

を始めて 1か月が経った。それぞれのコースを 2回ずつ行い 4回分のアンケートもたまっ

た。アンケートの感想を自由に書いていただいた最初の分をいくつかを紹介したい。概ね

評判は良いように思っている。アンケートは集計をして機会を見て紹介したい。 

・ 自分で見てもあまりよくわからないことが、このツアーでいろいろ知ることができま

した。 

・ ガイドさんの熱いご説明、楽しく拝聴させていただきました。昨年、見学させてもら

いましたが、矢張り我々素人には、ガイド付きは大いに有難い。有料にされても宜し

いのではないでしょうか？ 

・ 丁寧に説明して頂き、天文学への造詣が深まりました。ありがとうございました。 

・ 休日にあると嬉しいです 

・ 話がとてもおもしろかったです。 

・ 国立天文台は初めてでした。実際に働いている観測機はほとんどない、ということでし

たが、展示されている当時の機器をていねいに説明していただき良かったです。 

・ 天文台が何をするとことかも知らずツアーに参加しました。歴史とともに少しずつ知る

ことができました。楽しい案内ありがとうございました。 

  配布資料にページ No.があるといいですね。「何ページをごらんください」とか「何ペ

ージについて質問します」なんて言えるので..... 

・ ガイドさんのお話が素晴らしい。時をさかのぼり、又、これからの時を 展望する気持

ちが遠くまで伝わるようでした。 

・ 説明がわかりやすく来て良かったと思った。 初めて来た私にとって忘れられない体験

になった。 でも、コスモス会館で食べたカレーは普通だった。 それに、売店に国立

天文台のグッズが少ないのではないかと思った。 

・ 当初は難解な説明ではないかと、構えていたのですが、全くそんなことはない。知識豊

かなやわらかい語り口で大いに楽しめました。 
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今回は、ガイドをつけた見学ツアーで中に入っていただき収蔵品を見ていただけるよう

にしました。天体の位置は一度正確に測ればいいというものではありません。天体は固有

運動を持っていてその位置を変えています。天体の位置を正確に測り続けることは天文学

の基本的な仕事です。そのため、日本では、天体の位置観測を行う新しい「JASMINE（ジャ

スミン）」という人工衛星を計画中です。 

この天文機器資料館の展示室には実に様々な観測装置（望遠鏡）、測定装置などを収蔵

しています。主なものは、 

１） この建物の主人であった自動光電子午環、および関連機器（南北の視準望遠鏡：

コリメーター（本体の望遠鏡と同じ光学系で構成）、ドーム内の温度測定ポール

など）（写真 11） 

２） 昭和 27 年～昭和 63 年まで日本の時刻を決定していた PZT（写真天頂筒）（写真

13）、観測期間が他の望遠鏡と重複するのは同時観測をしばらく行うためです。 

３） 日本の時刻を保時していたリーフラー天文時計（減圧タンクを持った日差 1/100

秒という高精度の振り子時計）（写真 17） 

４） 乗鞍コロナ観測所にあった 25cm コロナグラフ（実物：復元可能な状態で分解され

ている）（写真 18） 

５） 乗鞍コロナ観測所にあった 10cm コロナグラフ・ドームの模型 

６） 堂平観測所にあったソ連製の AFU カメラ（写真 12） 

７） 20cm ブラッシャー天体写真儀（国立科学博物館から借り出し中） 

８） フランス製太陽単色写真儀（モノクロ）（写真 19） 

９） 宇都宮大学にあった 20cm 屈折望遠鏡 

１０）秋田大学にあった 20cm 屈折望遠鏡 

１１）日本最初のシュミット望遠鏡 

１２）4連流星写真儀（写真 20） 

１３）フランス製プラン子午儀 

１４）アメリカ製マン社製座標測定機（写真 22） 

１５）アメリカ製パーキンエルマーPDS（写真濃度・座標測定システム）（写真 23） 

１６）ナルミ社製のマイクロフォトメーター（写真 24） 

１７）写真濃度測定機（写真 25） 

１８）アメリカ製リーズマイクロフォトメータ 

１９）ドイツ製 27cm バンベルヒ１等経緯儀（写真 14） 

２０）種々の経緯儀 

２１）ルビジューム原子時計（写真 16） 

２２）セシウム原子時計２台（写真 15） 

２３）可搬型精密時計 クロノメーター3台 

２４）すばる観測装置開発用平坦化光源装置 
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イトに建設されています。また、宇宙空間にも打ち上げます。それらを含め、三鷹キャン

パスで見られなかった観測施設などを紹介しています。 

 新しい観測装置を地球規模で条件の良い場所にと書きましたが、今は地球を出て宇宙空

間にまで観測装置を送っています。私の参加した 2006 年 9 月に打ち上げられた太陽観測衛

星「ひので」は極軌道で太陽同期軌道を回っていますので 1日 24 時間 365 日観測しており、

今まで人類が目にしたことのない太陽活動現象のデータを日々送り続けています。 

 また、展示にあるように天体の精密位置観測を目指す JASMINE という計画は、ナノジャ

スミン、ミニジャスミン、中型ジャスミンと 3段階で計画されており、今年、ナノジャス

ミンがロシアのロケットで打ち上げられる予定です。 

 多目的上映室では宇宙のスケールを紹介しますが、宇宙は大変広いのですが、人間の思

考能力はもっと素晴らしいのです。宇宙は m（メートル）で表して１０の 26 乗程度で足り

ますが、人間の考えた数字はなんと１０の 68 乗「無量大数（むりょうだいすう）」まであ

ります。次の表が人間の思考力にある数字の桁数です。 

人間が考えた数字の桁数

一：100：1
十：101：10
百：102：100
千：103：1,000
万：104：10,000
億（おく）：108：100,000,000
兆（ちょう）：1012：1,000,000,000,000
京（けい）：1016：10,000,000,000,000,000
垓（がい）：1020：100,000,000,000,000,000,000
丈（し）：1024：1,000,000,000,000,000,000,000,000
壌(じょう)：1028：10,000,000,000,000,000,000,000,000,000
溝(こう)：1032： 100,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
砂(かん)：1036：1,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
正(せい)：1040：10,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
載(さい)：1044： 100,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000
極(ごく)：1048： 1,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000・・・0が48個
恒河沙(こうがしゃ)：1052：10,000,000,000,000,000,000,000,000, ・・・0が52個
阿僧梢(あそうぎ)：1056： 100,000,000,000,000,000,000,000,000,000, ・・・0が56個
那由他(なゆた)：1060： 1,000,000,000,000,000,000,000,000,000,000,・・・0が60個
不可思議(ふかしぎ)：1064： 10,000,000,000,000,000,000,000,000, ・・・0が64個
無量大数(むりょうだいすう)：1068： 100,000,000,000,000,000,000 ,000・・・0が68個

 

   など など これからこのパンフレットを充実させていきます。 

 最後に、昭和初期の東京天文台（国立天文台の前身）の航空写真と現在の航空写真を載

せておきます。 
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台の航空写真

真
真  

 



 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


